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注意点

▼Not Investment Advice
資産運用はリスクが伴うものです。クジラの管理人は投資対象の展望を伝える
こともありますが、投資は一切推奨しません。自己責任でお願いします。

▼Do Your Own Reserch
闇雲に情報を信頼せず、自分で学んで考える姿勢を持ちましょう。
資金を失うことも珍しくはありません。

▼No Promotion
くじらの管理人で紹介するサービスには原則プロモーションを含むことは
ありません。仮にプロモーションを含む場合は開示します。



現在の市況について



相場の天と底

天
・誰もが儲かっている
・バカでも儲かる
・明るいニュースだらけ

底
・誰もが損している
・投資の話題が減る
・悪いニュースだらけ



今やっていること

リサーチに徹し、タイミングを伺う。
・価値のないものは死に、
価値にあるものは生き返る。

・リサーチを通して価値あるものを見定める。
・条件が揃ったら、集中して資金を投入する。

・前回の天の売却益
・労働で稼いだお金



現在のリサーチ対象



イーサリアムのインフラ系プロジェクト

Uniswap
DEX

AAVE
レンディング

Compound
レンディング

MAKER
ステーブルコイン

GITCOIN
寄付、クラウドファンディング

Synthetix
デリバティブ

Chainlink
オラクル

brave
ブラウザ



これらのプロジェクトの歴史が一気に学べる記事

クリプト業界の変遷と全体像をつかむのに有用



資産配分について



資産配分の考え方その①
無リスク資産として、生活防衛資金を確保する。

無リスク資産
フィアット

もし何かあった時
最低限確保して
おきたいお金

リスクに晒して
いいお金

例えば

100万円貯金ある人が生活防衛資金として確保しておきたいお金を50万と決めた場合、
残りの50万はリスクにさらして良いお金と考えることができる。

利益はほぼ生まないが
流動性が最も高い。

リスク資産に
投資する可能性
があるお金

生活防衛資金



資産配分の考え方その②
リスクに晒して良いお金を整理する。

例えば

リスクに晒していい資金が50万円、月の収支が+10万円。
この月の収支のプラス分もリスクに晒して良い資金に加算される。

生活防衛資金

リスクに晒して良い資金

月の収支が加算される



資産配分の考え方その③
月の収支から積み立て投資に配分する金額を考える。

例えば

月の収支が+10万の場合は5万円をパッシブ運用として積み立て投資、
5万円をリスクに晒していい資金としてたまる額と考えたとする。

生活防衛資金

リスクに晒して良い資金

月の収支のうち
積み立て投資する額 リスクに晒していい資金

としてたまる額

考える要素としては、
・リスク許容量
・パッシブ、
アクティブ運用の戦略

・投資以外の資金の必要性

(長期の拘束性
キャッシュフローとなる)



資産配分の考え方その④
アセットアロケーションを考える

例えば

A氏は5万円をインデックスファンドに積み立て、残りの資金に対して
9月X日に100万円分の株式を購入した。投資可能資金の残額は100万になった。

生活防衛資金

リスクに晒して良い資金

パッシブ運用の戦略
インデックスファンドなど

アクティブ運用の戦略
収益を期待してあるタイミング
でまとまった資金を投入する。

普段は現金であるが、ある時は
株式、債券、仮想通貨、不動産
になりうる。
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